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第 1章 加須保健所の概要 

１ 加須保健所の沿革 

 昭和１３年  ６月 忍保健所（行田市）が県下初の保健所として発足 

   ２０年  ９月 加須保健所の設立認可 

    ２１年  １月 加須保健所（加須市）新設 県内１１番目 

    ２４年  ５月 県告示で、行田保健所（行田市）に改称 

   ３６年１１月  加須保健所、加須市南町５番１５号に移転 

   ４８年  ４月  行田保健所、行田市大字長野９５２－１に移転 

   ５６年  １月 加須保健所久喜支所を設置 

   ６０年  ７月 加須保健所新庁舎落成 

 平成 ９年 ４月 北埼玉福祉保健総合センターに行田保健所を併置 
           加須保健所は単独設置  久喜支所は幸手保健所へ移管 

      １８年 ４月  北埼玉福祉保健総合センターを加須市に移転 
            加須保健所が行田保健所を統合、行田分室を設置 

    ２２年 ４月  北埼玉福祉保健総合センターを廃止 
                     加須保健所を単独の保健所とし、行田分室は廃止 
                       県内の保健所を集約・再編（１３保健所） 

 

２ 管内の概況 

（１）所管区域・位置 
   加須保健所の所管区域は、行田市、加須市、羽生市の３市です。 

   埼玉県の北東部に位置し、北は利根川を挟んで群馬県、栃木県に、東は

渡良瀬川を挟んで茨城県に隣接しています。 
   管内総面積は２５９．４３ｋ㎡あり、県土の約７％を占めます。 
 
 
 
 
 
 
 

加須市 

羽生市 
行田市 



- 2 - 

（２）自然・環境 
 地勢は、北を流れる利根川によって形成された肥沃な沖積低地で、地目が

田と畑の合計で約５０．３％を占めています（令和４年県統計年鑑）。 
 広大な田園地帯の中を多くの農業水路や中小の河川が流れる自然と調和

した市街地が点々と形成されている地域です。 

   県名発祥の地である行田市の埼玉（さきたま）古墳群や忍城跡などの数

多くの歴史的文化財があり、国指定天然記念物のムジナモの自生地（羽生市）

をはじめ、玉敷神社の大藤（加須市）及び古代蓮の里（行田市）など貴重な

自然や見どころも多く存在します。 
 

（３）交通 
鉄道は、管内中央部を東武伊勢崎線が縦断し、東武日光線が加須市北東

部を走っています。また、羽生市を起点として西に秩父鉄道が行田、熊谷と

連絡して走っているほか、行田市西部をＪＲ高崎線が、加須市東部をＪＲ宇

都宮線が走っています。 

道路は、国道１２２号が中央部を南北に通り、これと平行して東北自動

車道が伸び、加須市と羽生市にインターチェンジがあります。さらに、国道

１２５号及び国道１２５号バイパスが中央部を東西に貫いています。このほ

か、国道１７号及び国道１７号バイパスが行田市を、国道３５４号が加須市

を通っています。 

   旧騎西町、旧大利根町方面には鉄道の駅がなく、さらに管内全体もバス

路線・本数が少なく、移動手段を自家用自動車に頼らざるを得ない地域特性

があります。 
 

（４）産業 
管内は、利根川水系の豊富な水と肥沃な土壌に恵まれ、水稲の作付面積

及び収穫量を見ると、加須市は県全体の約１５％を占め、いずれも県内１位、

行田市は作付面積が３位、収穫量が２位、羽生市は作付面積が７位、収穫量

が６位と本県の中心的穀倉地帯です（令和４年県統計年鑑）。近年は、キュ

ウリなどのハウス野菜、梨などの果樹、花き栽培など多彩な農業生産が行わ
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れています。 

古くは、行田の足袋やスリッパ、加須の鯉のぼり、羽生の藍染めなどの

繊維系の地場産業が盛んでした。近年は、交通網の整備に伴い主要道路の周

辺に産業団地が形成され、多様な企業が進出してきています。また、商業施

設の大・中型店舗化や郊外建設が増加し、産業構造の変化が進んでいます。 

（５）人口等 

管内の人口は２４４，８７１人（前年比７３９人減）で、県人口の約３．

３％を占めています。管内の世帯数は１０９，２１３世帯（前年比１，５２

１世帯増）で、県総世帯数の約３．１％を占めています。 
   県平均と比較して、１世帯当たりの人数はほほ同じですが、人口密度は

低く、平均年齢も高い「農村型傾向」を示しています。 
高齢者人口は急速な増加傾向にあり、６５歳以上の人口の割合で示す高

齢化率は管内（３１．３％）が、全県（２６．８％）を上回っています。高

齢者の保健・医療・福祉及び介護に対する行政の役割が、今後、一層重要に

なると考えられます（「埼玉県町（丁）字別人口調査 令和５年１月１日現

在」）。 
 

 管内の面積・人口・世帯数等                  
      「埼玉県町（丁）字別人口調査 令和５年１月１日現在」 

  
 

※１ 

面 積 
人 口 

 
※２ 

人口密度 

 

世帯数 

 

１世帯 
あたり 
人  数 

65歳以上

構成比％ 

 

平均 
年齢 

計 男 女 

埼 玉 県 
k ㎡ 人 人 人 人／k ㎡ 世帯 人 ％ 歳 

3,797.75 7,381,007 3,683,319 3,697,688 1,943.5 3,470,032 2.1 26.8 47.2 

管 内 計 259.43 244,871 122,599 122,272 943.9 109,213 2.2 31.3 49.4 

行 田 市 67.49 78,741 39,017 39,724 1166.7 35,632 2.2 32.5 50.1 

加 須 市 133.30 112,179 56,462 55,717 841.6 49,499 2.3 30.8 49.0 

羽 生 市 58.64 53,951 27,120 26,831 920.0 24,082 2.2 30.7 49.0 
※１ 面積：令和 5 年全国都道府県市区町村別面積調 R5.4.1 時点 
   （埼玉県全体は境界未確定市町村があるため参考値） 
※２ 人口密度（人）＝人口（人）÷面積（km２） 
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３ 組織 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職 員 総 数 

 
３０人 

内 
 
 

訳 

医 師   １人 

一 般 事 務 職 
（会計年度任用職員含む） 

１０人 

保 健 師   ８人 

管 理 栄 養 士   ２人 

精 神 保 健 福 祉 指 導 職    １人 

薬 剤 師   ４人 

獣 医 師   ３人 

動 物 愛 護 職   １人 

担当部長３ 担当課長２

主任５ 主事１ 技師１ 

会計年度任用職員２ 

担当課長２ 主事１ 

主任専門員２ 専門員１ 

 

 

担当部長１ 担当課長１  

主任５   技師１ 

 

令和５年４月１日現在 

（１） 

（１） 

（６） （１４） （８） 
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４ 事務分掌                   

                            令和５年４月１日現在 

担  当  別  事  務  分  掌 

 

総 

務 

・ 

地 

域 

保 

健 

推 

進 

担 

当 
 

人事、服務、文書、福利厚生 

給与、経理、予算、決算 

庁舎管理、物品管理事務 

広聴広報 

消防・防災事務 

医療従事者等の免許事務 

地域保健医療計画等の作成、進行管理及び推進 

災害時医療提供体制に関する事務 

地域保健医療情報の収集・分析及び提供 

人口動態統計及び保健衛生統計の調査、報告 

医療機関の許可、医療法第２５条に基づく立入検査、医療安全相談 

学生実習の受入れに関する調整 

救急医療対策 

健康危機管理対策の策定及び調整 
 

保 

健 

予 

防 

推 

進 

担 

当 
健康づくり事業の企画・実施、歯科口腔保健対策、受動喫煙防止対策 
専門的母子保健対策（療育医療給付、子どもの心の健康相談、不妊治療費助成、

 専門的栄養指導、特定給食施設等に対する指導等の栄養改善対策 

精神保健福祉法に基づく対応、心の健康相談、ひきこもり対策 

難病対策（難病相談、指定難病・小児慢性特定疾病・特定疾患医療給付） 

肝炎治療医療費助成・肝炎定期検査助成等 
原爆被爆者対策（被爆者手帳・手当認定申請等）・石綿健康被害対策（相談、認定

申請等受付） 
感染症予防対策（結核予防対策、性感染症予防対策、感染症発生動向調査） 
健康増進、精神保健、母子保健、食育推進等の市事業に対する支援 

学生実習の指導 
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生 

活 

衛 

生 

・ 

薬 

事 

担 

当 
 

食品営業許可、食中毒予防、食品営業施設等の指導 

理容、美容、クリーニング業の確認・監視・指導 

旅館、興行場、公衆浴場の許可・監視・指導 

飲用水、プールの監視・指導 

狂犬病予防、犬の捕獲及び適正飼養指導 

特定動物の飼養許可、動物取扱業の登録・監視・指導 

薬局等の許可・監視・指導 

毒物劇物等の登録・監視・指導 

麻薬、向精神薬等の許可・監視・指導 

薬物乱用防止の普及啓発 

 献血思想の普及啓発 
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第２章 総務・地域保健推進担当 

 

 １ 免許証受付交付状況  

 （１）厚生労働大臣免許                        

 

 

 

厚 

生 

労 

働 

大 

臣 

免 

許 

免 許 種 別           新 規 書換え 再交付 抹 消 合 計 

 医 師           ９     ３     １     ０ １３ 

  歯 科 医 師              ５   ０     ０     ０    ５ 

  診 療 放 射 線 技 師              ２ １     ０     ０ ３ 

  臨 床 検 査 技 師           ６ ０     ０     ０ ６ 

  衛 生 検 査 技 師               ０     ０     ０     ０     ０ 

  視 能 訓 練 士               ３ ０     ０     ０ ３ 

  理 学 療 法 士            ３１ ９ ０     ０ ４０ 

  作 業 療 法 士           １３ ２     ０     ０ １５ 

  保 健 師           ８ ４ ０     ０ １２ 

  助 産 師           ２ ２ ０     ０ ４ 

  看 護 師           １１０ ４２ ３     ０ １５５ 

  薬 剤 師             ２０ ７ ０     １ ２８ 

  管 理 栄 養 士            １３ ５     １ ０ １９ 

合     計 ２２２ ７５ ５     １ ３０３ 

  *歯科技工士免許は、平成２７年６月１日から一般財団法人歯科医療振興財団  

 

 （２）知事免許                         

知 

事 

免 

許 

免 許 種 別           新 規 書換え 再交付 抹 消 合 計 

 栄 養 士            １２ ６ ０ ０ １８ 

  調 理 師           ８２ ７ ２     ０ ９１ 

  製 菓 衛 生 師              ２     ０ ０     ０ ２ 

  ク リ ー ニ ン グ 師               ２     ０    ０     ０ ２ 

  准 看 護 師            １１ ４ ２     ０ １７ 

  登  録  販  売  者   ３２ ３ ２ ０ ３７ 

他 県 准 看 護 師           -    １ １     ０ ２ 

合     計  １４１ ２１ ７ ０ １６９
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２ 利根保健医療圏の埼玉県地域保健医療計画（取組） 
（１）計画の概要 

第７次埼玉県地域保健医療計画は、県民の誰もが医療や介護の不安

を感じることなく、健康で生き生きとした生活を送ることができる埼

玉県の実現を目指し、３つの基本理念を設定した。 

ア 生涯を通じた健康づくり体制の確立 

イ 質が高く効率的な医療提供体制の確保と医療・介護サービス連携

の強化 

ウ 安心・安全なくらしを守る健康危機管理体制の構築 

 計画期間は、平成３０年度から令和５年度までの６か年で、平成 

 ３０年３月に策定され、令和４年３月に一部を変更した。 

 利根保健医療圏は、医療法第３０条の４第２項第１２号に規定さ   

れた二次保健医療圏で、病院における入院医療及び二次的保健サー

ビスの提供体制を整備することが相当と認められる地域として設定

された。保健医療サービスの一層の充実を図るため、副次圏として

加須保健所管内とする利根（北）保健医療圏を設定している。 

 

利根保健医療圏の区域（平成３０～令和５年度） 

副次圏名 保健所名 市町数 圏域内市町名 

利根(北)保健医療圏 加須保健所 ３市 行田市、加須市、羽生市 

利根(南)保健医療圏 幸手保健所 ４市２町 
久喜市、蓮田市、幸手市、 

白岡市、宮代町、杉戸町 

計 ２ ９ ７市２町 

 

（２）計画の推進 

利根保健医療圏では圏域内７市２町の保健・医療機関、関係団体などが重

点的に取組・推進する施策への方向性を提示し、地域住民の自立的、積極的

活動を誘引することを目標としている。 

利根保健医療圏における取組の推進及び地域医療構想の達成を推進する

ために、保健医療提供者・利用者及び行政の代表で組織する「埼玉県利根地

域保健医療・地域医療構想協議会」を設置していたが、令和４年度から「利

根地域医療構想調整会議」と「利根地域保健医療協議会」に分離した。  

 二つの会議の役割分担は、地域医療構想調整会議が病床の機能分化・連携

といった各医療機関が地域で果たすべき役割を主に話し合う場とし、地域保
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健医療協議会が地域保健医療計画の圏域別取組のＰＤＣＡサイクルをどう回

していくかを主に話し合う場としている。 

 令和４年度の「利根地域医療構想調整会議」及び「利根地域保健医療協議

会」では次の内容について協議した。 

 

「利根地域医療構想調整会議」 

第１回 令和４年８月８日（月）出席者２６名 Ｗｅｂ（Ｚｏｏｍ）  
（１）会長・副会長の選出について 

（２）令和４年度地域医療構想調整会議について 

（３）公立・公的・民間医療機関における対応方針の策定・検証・見直し 

  について 

（４）埼玉県地域保健医療計画に基づく病床整備計画について 

（５）外来機能報告に基づく紹介受診重点医療機関の明確化について 

（６）第７次計画公募により病床を整備した医療機関からの報告について 

（７）済生会加須病院の移転開設について（報告） 

 

第２回 令和５年３月８日（水）出席者２８名 Ｗｅｂ（Ｚｏｏｍ） 

（１）公立・公的・民間医療機関における対応方針の策定・検証・見直し 

  について 

   ア 地域医療構想調整会議における対応方針の検証の進め方 

   イ 非稼働病棟を有する医療機関実態調査について 

（２）報告「埼玉県地域保健医療計画に基づく病院整備計画について」 

（３）報告「令和３年度病床機能報告について」 

（４）報告「外来機能報告及び紹介受診重点医療機関について」 

 

「利根地域保健医療協議会」 

第１回 令和５年３月７日（火）出席者２２名 書面開催  

（１）会長・副会長 の選任について 

（２）第７次保健医療計画の利根保健医療圏における取組について  
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３ 利根地域医療災害保健医療対策会議 

  「利根地域（加須保健所及び幸手保健所管内）医療災害保健医療 

  対策会議」を災害時には開催できるように、保健所ごとに平時に 

  「加須保健所地域災害保健医療調整会議」及び「幸手保健所地域災 

  害保健医療調整会議」を設置し、会議・研修・訓練を実施する。 

    令和４年度は、医療整備課及び幸手保健所と協力して、次の研修 

   訓練を実施した。 

 「令和４年度利根保健医療圏地域災害保健医療対策会議研修・訓練」 

 令和５年２月１日（水）出席者５０名 対面開催 

 （１）座学 埼玉県の災害保健医療体制の現状/本研修の目的 

   (２）座学 水害の保健と医療 

 （３）演習 地域被害状況シュミレーション ⅮⅠＧ 

    （DIG  Disaster（災害）、Imagination（想像力）、Game（ゲーム）【災害図上訓練】）    

 （４）演習 （グループワーク）水害発生時の初動・連携について 

 

 

４ 保健所別研修 
  地域保健福祉関係職員等の資質向上と多職種による地域連携を進め、地域

保健福祉行政を効果的に推進することを目的として、研修を実施した。 

開 催 日 場 所 内   容 参加人数 

令和４年 

１０月２７日 

加須保健所 

大会議室 

新任・中堅期保健師研修 

①講義「インテーク」 

 講師 臨床心理士・公認心理士 

②グループワーク 

２２人 

（県職員

８人、市町

村職員１

４人） 

令和４年 

１１月１日 

加須保健所 

大会議室 

中堅・管理期保健師研修 

①講義「相談におけるリスクマネジ

メント」 

 講師 臨床心理士・公認心理士 

②グループワーク 

２０人 

（県職員

１１人、市

町村職員

９人） 
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５ 学生実習受入 

学  校 実 習 日 学生数 志望する職業 

オリエンテーション 

        （合同）※ 
５月２４日 

３５人 

１日間 

 保健師 

 管理栄養士 

 日本保健医療大学 

  保健師課程 

５月３０日～６月３日 

（２人） 

６月６日～６月１０日 

（２人） 

４人 

１０日間 
 保健師 

 人間総合科学大学 

  保健師課程 

６月１３日～６月１７日 

                 (２人)

１０月３日～１０月７日 

                 (２人) 

４人 

 １０日間 
 保健師 

 女子栄養大学 

    管理栄養士課程 

１０月１２日、１０月１３日

１０月１８日～１０月２０日 

１０月２５日～１０月２７日 

１１月２日、１１月４日 

                  (１人) 

１人 

１０日間 
 管理栄養士 

 東都大学 

   管理栄養士課程 

１０月１２日、１０月１３日

１０月１８日～１０月２０日 

                  (２人) 

２人 

５日間 
 管理栄養士 

獨協医科大学 

医学生 

１０月２２日、１０月２４日

～１０月２７日、うち１０月

２５日（火）のみ加須保健所

で実施(Zoomによるオンライ

ン方式)、他の日は学内 

          (２人) 

２人 

１日間 
 医師 

計  ４大学 
                １３人 （実） 

                １３７人日 （延） 

※ オリエンテーションは、加須保健所と幸手保健所が合同実施。令和４年度

は加須保健所で実施。                                    
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６ 医務 

  より良い医療を目指して、関係医療機関等に対する指導や衛生行政の基

礎的資料である各種衛生統計資料の作成を行った。 

 

（１）管内医療機関数           

区 分 
施設数及び病床数（令和５年６月１日現在） 

管 内 行田市 加須市 羽生市 

病  院 
  １１ 

（１，９９２床） 

  ２ 

 （６６４床） 

６ 

（８２８床） 

３ 

（５００床） 

診 療 所 
１２８（有床６） 

（８２床） 

 ４３（有床１） 

（１９床） 

 ５０（有床２） 

（２０床） 

３５（有床３）  

（４３床） 

歯科診療所   １１８ ４１  ５０  ２７ 

助 産 所 
      ８ 

  （０床） 

  ３ 

（０床） 

  ２ 

（０床） 

  ３ 

（０床） 

歯科技工所     ２８   ９ １３   ６ 

施術所等 ２７６ １１４ １０３ ５９ 

 

（２）救急医療体制（令和４年６月１日現在） 

ア 初期（第一次）救急医療体制   
 
          行田市医師会（行田市） 
 在宅当番医制 
          北埼玉医師会（加須市・羽生市） 
 
          行田中央総合病院 
          社会医療法人壮幸会行田総合病院 
 救急告示     医療法人社団弘人会中田病院 
   医療機関   医療法人十善病院 

騎西病院 
医療法人徳洲会羽生総合病院 
医療法人ＥＭＳ西山救急クリニック 
社会福祉法人恩賜財団済生会支部 
     埼玉県済生会加須病院 
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イ 第２次救急医療体制 

病院群輪番制方式 

地区名 熊谷・深谷地区 東部北地区 

市町名 
行田市、熊谷市、深谷市、 

寄居町 

加須市、羽生市、久喜市、蓮田市、 

幸手市、白岡市、宮代町、杉戸町 

運営開始日 平成２２年４月１日 昭和５４年１月８日 

病院名 

行田中央総合病院  

行田総合病院 熊谷総合病院 

熊谷外科病院 埼玉慈恵病院 

関東脳神経外科病院 

佐々木病院 埼玉よりい病院 

深谷中央病院 

中田病院     新久喜総合病院 

秋谷病院     堀中病院 

東埼玉総合病院  済生会加須病院 

白岡中央総合病院 羽生総合病院 

蓮田病院     

  

   小児救急医療支援事業     

地区名 熊谷・深谷・児玉地区 東部北地区 

市町名 
行田市、熊谷市、深谷市、寄居町、 

本庄市、美里町、神川町、上里町 

加須市、羽生市、久喜市、蓮田市、

幸手市、白岡市、宮代町、杉戸町 

運営開始日 平成１６年４月１日 平成１２年４月１日 

病院名 
行田総合病院 深谷赤十字病院 

熊谷総合病院  

済生会加須病院 土屋小児病院

羽生総合病院 

 

ウ 第３次救急医療体制                                      

病  院  名 所在地 運営開始年月日 

さいたま赤十字病院救命救急センター 

高度救命救急センター 
さいたま市 

昭和５５年７月１７日 

高度救命救急センター指定  

平成２９年１月１日 

埼玉医科大学総合医療センター 

高度救命救急センター 
川越市 

昭和６２年４月１日 

高度救命救急センター指定  

平成１１年３月２１日 

深谷赤十字病院救命救急センター 深谷市 平成４年４月２０日 

防衛医科大学校病院救命救急センター 所沢市 平成４年９月１日 

川口市立医療センター救命救急センター 川口市 平成６年５月１日 

獨協医科大学埼玉医療センター 

救命救急センター 
越谷市 平成１０年５月１日 
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埼玉医科大学国際医療センター 

救命救急センター 
日高市 平成２０年６月１２日 

自治医科大学附属さいたま医療センター 

救命救急センター 
さいたま市 平成２８年４月１日 

埼玉医科大学総合医療センター 

小児救命救急センター 
川越市 

小児救命救急センター指定  

平成２８年３月１日 

埼玉県立小児医療センター 

小児救命救急センター 
さいたま市 

小児救命救急センター指定  

平成２９年１月１日 

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 

埼玉県済生会加須病院救命救急センター 
加須市 令和４年６月１日 

 

（３）救急医療対策協議会 

   当所管内では、行田市を所管する「熊谷・深谷地区救急医療対策協議会」 

  と加須市・羽生市を所管する「東部北地区救急医療対策協議会」がある。 

   令和４年度の各協議会では、次の内容について協議した。 

  ア 熊谷・深谷地区救急医療対策協議会 

    令和５年３月１６日（木）出席者２０名 対面開催 

  （ア）熊谷・深谷地区の救急医療について 

  （イ）重症救急事案の受入に係る協定の運用状況について 

  （ウ）小児二次救急医療体制について 

  （エ）埼玉県の救急医療の取組について 

  イ 東部北地区救急医療対策協議会 

    令和５年３月２７日（月）出席者３１名 書面開催 

  （ア）東部北地区救急医療対策協議会及び小児救急医療部会会長及び 

    副会長の選出 

  （イ）救急医療の現状について 

  （ウ）令和３年救急搬送の実績等について 

  （エ）各市町における取組について 

  （オ）移転後の栗橋病院（現秋谷病院）の二次輪番への参加継続について 

 

 

 

 

 



- 15 - 

（４）医療従事者数（（主たる）従業地）   

区 分 医師 
歯科

医師 

薬剤

師 

保健

師 

助産

師 

看護

師 

准看

護師 

歯科

衛生

士 

歯科

技工

士 

人

数 

管 内 301 160 436 71 44 1,399 589 218 30 

行田市 105 52 151 15 15 614 186 70 12 

加須市 90 69 166 35 15 362 256 86 12 

羽生市 106 39 119 21 14 423 147 62 6 

区 分 医師 
歯科

医師 

薬剤

師 

保健

師 

助産

師 

看護

師 

准看

護師 

歯科

衛生

士 

歯科

技工

士 

人

口

10

万

対 

管 内 121.6 64.6 176.2 29.2 18.1 576.2 242.6 87.3 12.0 

行田市 130.8 64.8 188.1 19.1 19.1 782.2 236.9 86.0 14.7 

加須市 79.7 61.1 147.1 31.4 13.4 324.5 229.5 75.9 10.6 

羽生市 195.1 71.8 219.1 39.8 26.5 801.8 278.6 112.5 10.9 

  ※医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、准看護師数は令和２年１２月３１日現在の厚生労働省「令和２

年医師・歯科医師・薬剤師調査」（人口は、令和３年１月１日現在の「埼玉県町（丁）字別人口調査」） 

   ※歯科衛生士、歯科技工士数は、平成３０年１２月３１日現在の「平成３０年医療関係従事者届」（県医療人材課所管 

    分）（人口は、平成３１年１月１日現在の「埼玉県町（丁）字別人口調査」） 
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７ 統計 

調 査 名 頻 度 種 別 概      要 

 人口動態調査 毎月※ 

基幹統計 

調査 

 人口動態事象(出生、死亡、

死産、婚姻、離婚)を把握。 

 国民生活基礎調査 毎年※ 
 世帯別の保健、医療、福祉、

年金等の基礎的事項を把握。 

 医療施設調査(静態) ３年  医療施設の分布及び整備の

実態並びに医療機能を把握。  医療施設調査(動態) 毎月※ 

 患者調査 ３年 
 医療施設利用患者の傷病状

況等の実態を把握。 

 受療行動調査 ３年 

一般統計 

調査 

 医療施設利用患者の医療に

対する認識や行動を把握。 

 衛生行政報告例 
毎年度※  衛生関係諸法規の施行に伴

う実態を把握。 隔年度※ 

 地域保健・ 

 健康増進事業報告 
毎年度※ 

 保健施策の展開等を保健所

・管内市ごとに把握。 

 病院報告(患者票) 毎月※ 
 病院、診療所(療養病床)の患

者の利用状況を把握。 

 医師・歯科医師・ 

 薬剤師調査 

２年※ 

 

一般統計 

調査 

 医師・歯科医師・薬剤師につ

いて性・年齢・業務の種別・従

事場所及び診療科名(薬剤師を

除く)等による分布を把握。 

 看護師等 

 業務従事者届 

２年※ 

 

保健師助

産師看護

師法等に

よる届出 

 保健師、助産師、看護師、准

看護師、歯科技工士及び歯科衛

生士について性・年齢及び従事

場所等による分布を把握。 

（１）基幹統計調査（統計法第 2 条第 6 項） 

      一般統計調査（統計法第 2 条第 7 項） 

（２）母体保護統計報告は、H14 に衛生行政報告例に統合。 

 

※ 令和４年度調査実施 


